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ヒトに対する有害性が明らかでない化学物質に対する労働者ばく露の予防的対策に

関する検討会開催要綱 

 

１．目的 

ナノマテリアルなどヒトに対する有害性が必ずしも明確でない化学物質のうち、

動物実験等の結果からヒトに対する健康影響などが懸念され、それを待たずに、

予防的な対応の検討が必要なものがある。 

これらの化学物質について、それを扱う労働者の作業実態等を踏まえつつ、

必要な予防的ばく露防止対策を検討するため、厚生労働省労働基準局長のもと、

専門家の参集を求め、所要の検討を行う。 

 

２．検討項目 

（１）検討対象となる化学物質の健康影響の評価や労働者の作業実態及びそれに

係る問題点の把握 

（２）（１）を踏まえた必要な対策についての検討 

（３） その他 

 

３．その他 

（１）本検討会は、厚生労働省労働基準局長が学識経験者の参集を求めて開催す

る。 

（２）本検討会には、座長を置き、座長は検討会の議事を整理する。 

（３）本検討会は、必要に応じて、化学物質の製造事業者等関係者からのヒアリング

を行うことができる。 

（４）本検討会は、原則として公開とするが、検討に当たり、企業の生産ノウハウ等

に係るヒアリングや個別企業の実態等公開することが適当でない議論を行う場

合には、非公開とすることができる。 

（５）本検討会の事務は、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課にお

いて行う。 

（６）本検討会には、議題に応じ必要な専門家の臨時の参集を求めるものとする。 

（７）本検討会は、検討結果が取りまとめられた時点において終了するものとする。

ただし、別途検討すべき事案が生じた場合は、本検討会において検討できるも

のとする。 
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